
 

会議概要 

件 名 第１回大網白里市男女共同参画審議会 

年月日 平成 27年 5月 13日（水）10時～11時 30分 

場 所 保健文化センター１階集団指導室 

出席委員 
後藤弘子（会長）、穗坂あい子、矢部春美、川名辰司、加藤朋久、星見和子、

上野治男、桑田健二、八角榮子、鵜澤司子、小原和夫、齋藤勝 

欠席委員 秋葉秀太、糸井美佐子 

事務局 伊藤理事、地域づくり課 大原課長、野口主査、久保副主査 

配布資料 別添のとおり 

 

【１ 開会】 

進行：事務局（地域づくり課 野口主査）  別紙次第のとおり 

 

【２ 市長あいさつ】 

 金坂市長 

 

【３ 委嘱状交付】 

 14 名に市長から委嘱状を交付 

 

【４ 審議会会長選出】 

 ※大網白里市男女共同参画審議会条例第５条第２項により、委員の互選により選出。 

⇒後藤弘子委員を会長に選出。 

 

【5 市長より諮問】 

 市長より後藤会長に諮問書を提出。 

 

【6 議題】 

（１）計画策定スケジュールについて  

 資料１により事務局説明。 

 

《質疑応答》 

 なし 

 ⇒了承 

 

 （２）市民意識調査について 

 資料２により事務局説明。 

 

《質疑応答》 

・大網白里市独自に入れたものはあるか。 



 

⇒計画の中にＤＶの関係の内容を盛り込む予定なので、ＤＶ関係についての質問項目は

あるが、大網白里市に限っての質問項目は、現時点での（案）には入っていない。 

 

・調査対象は本当の無作為で行うのか。 

⇒実際の抽出は、大網・山辺・増穂・瑞穂・白里の５地区、20 代から 70 歳代の各世代、

男女を均等に抽出を行ったうえで、実施しようと考えている。 

（意見） 

・実際の地域の年齢構成、地区の人口比率を反映させなくてよいのか。 

・本市は高齢者が多いため、回答者の年齢が偏りやすくなる。 

・初めての調査のため、まずは全体の状況を把握する必要がある。 

・次世代をターゲットにする計画にするため、若い人の意見も多く聞きたい。 

 ・対象者以外の家族が書くかもしれないので、人数分布を考えても結局は偏りが出る恐

れがある。 

 ・大切なのは回収率だから、なるべくたくさんの回答が返ってくる方法が望ましい。 

 ⇒まずは現状を知るということで、事務局案で実施する旨決定 

  

・男女共同参画がわかりづらいので、わかりやすくする工夫を。 

 ⇒・男女共同参画についての説明文を目立つように。 

  ・イラストを入れてわかりやすくしてはどうか。 

 ⇒了承 

 

・メールアドレスを問い合わせにいれてほしい。 

 ⇒了承 

 

・点字の調査票も入れてほしい。 

 ⇒予算の関係で難しい。今後、このような調査があれば検討。 

 

・男女共同参画に関するデータを収集し、配布してほしい。 

 ⇒次回の会議までに配布できるようにする。 

 

・市民意識調査と別に、対象を絞った調査を行ってほしい。 

⇒市内団体に意見を聞くなどして対応したい。 

 

⇒その他、意見等があれば５月末までにいただくということで了承。 

 

【7 その他】 

・男女共同参画講演会 

・次回スケジュール 

 

【8 閉会】 

 


